BUFFALO 


AirStation™ Pro Plus 
WLM2-A54G54/WLM2-G54 

導 A ガイド 


受信障害にっいて 

ラジオやテレビジョン受信機（以下、テレビ）などの画面に発生するチラツキ、ゆ 
がみが この 商品による影響と思われましたら、 この 商品の電源 スイ ッチをいったん 
切ってください。電源スイッチを切ることにより、ラジオやテレビなどが正常な状 
態に回復するようでしたら、以後は 次の 方法を組み合わせて受信障害を防止してく 
ださい。 

•本機と、ラジオやテレビ双方の位置や向きを変えてみる 

•本機と、ラジオやテレビ双方の距離を離してみる 

•この商品とラジオやテレビ双方の電源を別系統のものに変えてみる 


本製品について 

この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会 ( VCCI ) の基準に基づくクラ 
ス B 情報技術装置です。この装置は、家庭環境で使用することを目的としています 
が、この装置がラジオやテレビジョン受信機に近接して使用されると、受信障害を 
引き起こすことがあります。 

取扱説明書に従って正しい取り扱いをしてください。 


■ 本書の著作権は弊社に帰属します。本書の一部または全部を弊社に無断で転載、複製、改変などを行うことは禁じられて 
おります。 

■ BUFFALO™、AirStation™ は株式会社バッファローの商標です。本書に記載されている他社製品名は、一般に各社の商標ま 
たは登録商標です。本書では、™、®、©などのマークは記載していません。 

■ 本書に記載された仕様、デザイン、その他の内容については、改良のため予告なしに変更される場合があり、現に購入さ 
れた製品とは一部異なることがあります。 

■ 本書の内容に関しては万全を期して作成していますが、万一ご不審な点や誤り、記載漏れなどがありましたら、お買い求 
めになった販売店または弊社サボートセンターまでご連絡ください。 

■ 本製品は一般的なオフィスや家庭の 0A 機器としてお使いください。万一、一般 0A 機器以外として使用されたことにより損 
害が発生した場合、弊社はいかなる責任も負いかねますので、あらかじめご了承ください。 

• 医療機器や人命に直接的または間接的に関わるシステムなど、高い安全性が要求される用途には使用しないでください。 

• 一般 0A 機器よりも高い信頼性が要求される機器や電算機 システム などの用途に使用するときは、ご使用になる システム 
の安全設計や故障に対する適切な処置を万全におこなってください。 

■ 本製品は、日本国内でのみ使用されることを前提に設計、製造されています。日本国外では使用しないでください。また、 
弊社は、本製品に関して日本国外での保守または技術サポートを行っておりません。 

■ 本製品のうち、外国為替および外国貿易法の規定により戦略物資等（または役務）に該当するものについては、日本国外 
への輸出に際して、日本国政府の輸出許可（または役務取引許可）が必要です。 

■ 本製品の使用に際しては、本書に記載した使用方法に沿ってご使用ください。特に、注意事項として記載された取扱方法 
に違反する使用はお止めください。 

■ 弊社は、製品の故障に関して一定の条件下で修理を保証しますが、記憶されたデータが消失•破損した場合に ついては、 
保証しておりません。本製品がハードディスク等の記憶装置の場合または記憶装置に接続して使用するものである場合は、 
本書に記載された注意事項を遵守してください。また、必要なデータはバックアップを作成してください。お客様が、本 
書の注意事項に違反し、またはパックアップの作成を怠ったために、データを消失 • 破棄に伴う損害が発生した場合であっ 
ても、弊社はその責任を負いかねますのであらかじめご了承ください。 

■ 本製品に起因する債務不履行または不法行為に基づく損害賠償責任は、弊社に故意または重大な過失があった場合を除き、 
本製品の購入代金と同額を上限と致します。 

■ 本製品に隠れた瑕疵があった場合、無償にて当該瑕疵を修補し、または瑕疵のない同一製品または同等品に交換致します 
が、当該瑕疵に基づく損害賠償の貴に任じません。 








■安全にお使いいただくために必ずお守りください 

お客様や他の人々への危害や財産への損害を未然に防ぎ、本製品を安全にお使いいただ 
くために、守っていただきたい事項を記載しました。 

正しく使用するために、必ずお読みになり、内容をよく理解された上でお使いください。 
お読みになった後は、必ずお手元に置き、常に参照できるようにしてください。なお、 
本書には、弊社製品だけでなく弊社製品を組み込んだバソコンシステム運用全般に関す 
る注意事項も記載されています。また、製品のマニュアルと重複する内容も含まれてい 
ます。 

バソコンの 故障/トラブルや、いかなる データの 消失.破損または取り扱いを誤ったた 
めに生じた本製品の故障/トラブルは弊社の保証対象には含まれません。あらかじめご 
了承ください。 

使用している表示と絵記号の意味 


警告表示の意味 


△警告 

この表示の注意事項を守らないと、使用者が死亡または重傷を負う可 
能性が想定される内容を示しています。 

A 注意 

この表示の注意事項を守らないと、使用者がけがをしたり、物的損害 
の発生が考えられる内容を示しています。 


絵記号の意味 


△ 

は、警告、注意を促す記号です。 

の中や近くに、具体的な警告内容が描かれています。 

(例：|感電注意） 


&は、してはいけない事項（禁止事項）を示す記号です。 
q の中や近くに、具体的な禁止事項が描かれています。 

(例：@分解禁止） 

• 

f は、しなければならない行為を示す記号です。 

_の中や近くに、具体的な指示内容が描かれています。 

(例：$プラグをコンセントから抜く） 


△警告 


電源ケーブルを傷つけたり、加工、過 
(\) 熱、修復しないでください。 

火災になったり、感電する恐れがあり 
禁止 ます。 

• 設置時に、電源ケーブルを壁やラッ 
ク（柵）などの間にはさみ込んだり 
しないでください。 

• 重いものをのせたり、引っ張ったり 
しないでください。 

• 熱器具に近付けたり、過熱したりし 
ないでください。 

• 電源ケーブルを抜くときは、必ずプ 
ラグを持って抜いてください。 

• 極端に折り曲げないでください。 

• 電源ケーブルを接続したまま、機器 
を移動しないでください。 

万一、電源ケーブルが傷んだら、弊社 

サボートセンター またはお買い上げの 


販売店にご相談ください。 


/ < 1 ^ 

本製品の分解や改造はしないでくださ 
い0 

火災や感電の恐れがあります。 

分解禁止 

參 

電源プラ 
グを抜く 

煙が出たり変な臭いや音がしたら、 AC 
コンセントからプラグを抜いてくださ 
い0 

そのまま使用を続けると、ショートし 
て火災になったり感電する恐れがあり 
ます。弊社サポートセンターまたはお 
買い求めの販売店にご相談ください。 

€ 

電源プラ 
グを抜く 

本製品を落としたり、強い衝撃を与え 
たりした場合は、すぐに AC アダプタを 
抜いてください。 

そのまま使用を続けると、ショートし 
て火災になったり感電する恐れがあり 
ます。弊社サポートセンターまたはお 
買い求めの販売店にご相談ください。 


AC アダプタは、必ず付属品を使用して 
ください。 

付属品以外のものを使用すると、電圧 
や極性が異なる場合があり、発煙、火 
災や故障の恐れがあります。 



AC 100 V (50/60 HZ ) 以外の AC コンセン 
卜には、絶対にプラグを差し込まない 
でください。 

海外などで異なる電圧で使用すると、 
ショートしたり、発煙、火災の恐れが 
あります。 


AC アダプタは、 AC コンセントに完全に 
差し込んでください。 

差し込みが不完全なまま使用すると、 
ショートや発熱の原因となり、火災や 
感電の恐れがあります。 

€ 

電源プラ 
グを抜く 

液体や異物などが内部に入ったら、 AC 
コンセントからプラグを抜いてくださ 
い 0 

そのまま使用を続けると、ショートし 
て火災になったり、感電する恐れがあ 
ります。弊社サポートセンターまたは 
お買い上げの販売店にご相談くださ 
い 0 

水場ての 
使用禁 lh 

風呂場など、水分や湿気が多い場所で 
は、本製品を使用しないでください。 

火災になったり、感電する恐れがあり 
ます。 

強制 

電気製品の内部やケーブル、コネクタ 
類に小さなお子様の手が届かないよう 
に機器を配置してください。 

けがをする危険があります。 
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△注意 


§ 

電源ケーブルが AC コンセントに接続さ 
れているときには、濡れた手で本製品 
に触らないでください。 

感電の原因となります。 

強制 

静電気による破損を防ぐため、本製品 
に触れる前に、身近な金属（ドアノブ 
やアルミサッシなど）に手を触れて、 
身体の静電気を取り除くようにしてく 
ださい。 

体などからの静電気は、本製品を破損 
させる恐れがあります。 


本製品を廃棄するときは、地方自治体 
の条例に従ってください。 

条例の内容については、各地方自治体 
にお問い合わせください。 


次の場所には設置しないでください。 

( X ) 感電、火災の原因となったり、製品に 
悪影響を及ぼすことがあります。 

禁止 • 強い磁界が発生するところ（故障の 
原因となります） 

• 静電気が発生するところ（故障の原 
因となります） 

• 震動が発生するところ（けが、故障、 
破損の原因となります） 

• 平らでないところ（転倒したり、落 
下して、けがの原因となります） 

• 直射日光が当るところ（故障や変形 
の原因となります） 

• 火気の周辺、または熱気のこもると 
ころ（故障や変形の原因となりま 
す） 

• 漏電の危険があるところ（故障や感 
電の原因となります） 

• 漏水の危険があるところ（故障や感 
電の原因となります） 
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■電波に関する注意 

籲本製品は、電波法に基づく小電カデータ通信システムの無線局の無線設備として、技 
術基準適合証明を受けています。従って、本製品を使用するときに無線局の免許は必 
要ありません。また、本製品は、日本国内でのみ使用できます。 

•本製品は、技術基準適合証明を受けていますので、以下の事項を行うと法律で罰せら 
れることがあります。 

• 本製品を分解/改造すること 

. 本製品の裏面に貼ってある証明ラベルをはがすこと 

争 IEEE 802.11 a 対応製品は、電波法により屋外での使用が禁じられています。 

争 IEEE 802. llg / b 対応製品は、次の場所で使用しないでください。 

電子レンジ付近の磁場、静電気、電波障害が発生するところ、 2. 4 GHz 付近の電波を使 
用しているものの近く（環境により電波が届かない場合があります。） 

• IEEE 802. llg / b 対応製品の無線チャンネルは、以下の機器や無線局と同じ周波数帯を 
使用します。 

-産業 • 科学 • 医療用機器 

• 工場の製造ライン等で使用されている移動体識別用の無線局 

① 構内無線局（免許を要する無線局） 

② 特定小電力無線局（免許を要しない無線局） 

争 IEEE 802. llg / b 対応製品を使用する場合、上記の機器や無線局と電波干渉する恐れが 
あるため、以下の事項に注意してください。 

1本製品を使用する前に、近くで移動体識別用の構内無線局及び特定小電力無線局が 
運用されていないことを確認してください。 

2万一、本製品から移動体識別用の構内無線局に対して電波干渉の事例が発生した場 
合は、速やかに本製品の使用周波数を変更して、電波干渉をしないようにしてくだ 
さい。 


3その他、本製品から移動体識別用の特定小電力無線局に対して電波干渉の事例が発 
生した場合など何かお困りのことが起きたときは、弊社サボートセンターへお問い 
合わせください。 


使用周波数帯域 

2. 4 GHz 

変調方式 

OFDM 方式/ DS - SS 方式 

想定干渉距離 

40 m 以下 

周波数変更の可否 

全帯域を使用し、かつ「構内無線局」「特定小電力無線局」 
帯域を回避可能 




はじめに 

ここでは、本書「導入ガイド」の目的、構成および読み方について説明しています。 

目的 

このマニュアルでは、 本製品の最初のセットアップ方法、デフォルト設定、トラブル 
シュー ティングと本製品の仕様について説明しています。また、 このマニュアルは、 本 
製品を初めて設置および設定する人を対象にしています。本製品を設置するには、ネッ 
トワークの構造、用語、および、概念に関する知識が必要です。 

構成 

このマニュアルは、 次の4章で構成されています。 

第1章「製品概要」では、本製品の機能と仕様について説明しています。 

第2章「設置」では、基本的な設置方法を説明しています。 

第3章「基本設定」では、基本的な設定方法を説明しています。 

第4章「付録」では、本製品のデフォルト設定と、セットアップ中に発生する可能性のあ 
る問題の解決方法について説明しています。 

本書の使いかた（文中マーク/用語表記〉 

本書を正しくお使レヽいただくための表記上の約束ごとを説明します。 

注意マーク 

製品の取り扱いにあたって注意すべき事項です。この注意事項に従わなかった場合、身 
体や製品に損傷を与えるおそれがあります。 

メモ マー ク 

製品の取り扱いに関する補足事項、知っておくべき事項です。 

参照 マー ク 

関連のある項目のページを記しています。 

• 文中 [] で囲んだ名称は、操作の際に選択するメニュー、ボタン、テキストボックス、 
チェックボックスなどの名称を表わしています。 

• 文中『』で囲んだ名称は、ソフトウェアやダイアログボックスの名称を表わしてい 
ます。 

• 本書では原則として、弊社製無線 LAN アダプタを装着したパソコンを無線パソコン、 

本製品の設定に使用するパソコンを設定用パソコンと表記しています。 

• ケーブルで接続された 10/100 BASE の LAN とケーブルを使用しない無線 LAN を明確に区 
別するために、本書では次の用語を使用しています。 

有線 LAN ……ケーブルで接続された LAN 
無線 LAN ...... 無線通信を使用した LAN 

上記の用語は、説明のために本書のみで便宜上使用するものであり、一般的には使用 
されません。あらかじめご了承ください。 
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第 1 章製品概要 

本製品は、無線 LAN のアクセスポイントです。無線 LAN と有線 LAN 間の接続ポイントとして 
機能します。また、無線パソコンが本製品の通信範囲内にあれば、複数のアクセスボイ 
ントのうち最もつながりやすいアクセスポイントに自動的に接続するので、施設全体を 
移動しながら途切れることのない通信をすることができます。 

この章では、次の内容について説明します。 

• 主要な機能 
• ネットワーク構成例 
• 仕様 

1-1 主要な機能 

この項では、次にあげる本製品の主要機能について説明しています。 

• PoE (Power over Ethernet ) 

• コネクタとスイツチ 
• 外部アンテナ 
■ LED 表示 

1-1-1 PoE (Power over Ethernet) 

本製品は、別売の PoE 給電アダプタを使うことによって、 LAN ケーブルから電力を受け取 
ることができます。この場合は、本製品に AC アダプタを接続する必要はありません。 

PoE の詳細については、別売の PoE 給電アダプタのマニュアルを参照してください。 


PoE は弊社独自仕様のため、必ず本製品に対応した弊社製 PoE 給電アダプタをお使 
いください。 



1-1-2 コネクタとスイツチ 


シリア ルポート 
( SERIAL ) 

DC コネクター 
( DC - IN ) 


初期化スイツチ 
( INIT ) 

LAN ポート—— 
(10 M /100 M ) 



弊社製屋外アンテナ添付の接続ケーブル取り付け位置 


LAN ポート 

LAN ケーブルで、本製品の LAN ポートとハブなどのネットワーク機器を接続します。本製 
品の LAN ポートは AUTO-MDIX に対応しているため、 LAN ケーブルの種類（スト レート/クロ 
ス）に関係なくネットワーク機器と接続できます。 

また、別売の PoE 給電アダプタを使えば、 LAN ケーブルから電力を受け取ることができる 
ため、 AC アダプタを接続する必要がありません。 

PoE の詳細については、別売の PoE 給電アダプタのマニュアルを参照してください。 


シリア ルポート 

本製品のシリアルポートから、コンソールで設定画面にアクセスできます。添付のシリ 
アルケーブルを使用して、パソコンの COM ポートと本製品のシリアルポートを接続します。 
次の設定で、ターミナルソフトから設定画面を開きます。 


転达レート 

57600 bps 

テータビット 

8 

パリティ 

なし 

ストップビット 

1 

フロ 1 一制御 

なし 


初期化スイッチ 

このスイッチを DIAG LED が点滅するまで（約 3 秒間）押すと、本製品の設定内容をデフォ 
ルトに戻すことができます。 

1-1-3 外部アンテナ 

本製品には、 IEEE802. llb/g 対応外部アンテナ（別売）を取り付けられます。 

•屋内アンテナ WLE-DA/WLE-NDR 

•屋外アンテナ WLE-HG-DA/WLE-HG-DYG/WLE-HG-NDC 


































































1-1-4 LED 表示 


本体上部にある 5 


固の LH) で、本製品の動作状態がわかります。 


POWER- 

WIRELESS1- 

WIRELESS2- 


DIAG 

-ETHERNET 


POWER LED 電源 ON 時に点灯（緑）します。 

WIRELESS1 LED く WLM2-A54G54〉 点灯（緑）： IEEE802 .llg の無線接続時。 

点滅（緑）： IEEE802. llg の無線通信時。 
rEB WDS 通信時は、点灯（緑）のままになります。 
<WLM2-G54> 点灯しません。 

WIRELESS2 LED <WLM2~A 54654> 点灯（緑）： IEEE802.11a の無線接続時。 

点滅（緑）： IEEE802.11a の無線通信時。 

く WLM2-G54〉 点灯（緑）： IEEE802. llg の無線接続時。 

点滅（緑）： IEEE802. llg の無線通信時。 
wds 通信時は、点灯（緑）のままになります。 

ETHERNET LED 有線 LAN の接続が有効な時に点灯 （100Mbps :緑、 10Mbps :橙）します。 

DIAG LED LED の点灯回数により、本製品のステータスを示します。 


エラー表示が出る場合は、 AC アダプタをコンセントからいったん抜 
いてください。 AC アダプタを再び差し込んだときもエラー表示が出 
る場合は、弊社修理センター宛てに本製品をお送りください。 

なお、ファームウェアアップデート中の点滅は故障ではありません 
ので、本製品をお送りいただく必要はありません。 


LED 表示 

ステータス 

起動時に赤色常時点灯 

RAM エラー 

起動時/設定保存直後に赤色2回点滅 

Flash ROM エラー 

起動時に赤色3回点滅 

有線 LAN ェラー 

起動時に赤色4回点滅 

無線 LAN ェラー 

起動時に赤色9回点滅 

システムエラー 

数分間赤色点滅 

ファームウェアアップデート中 





















































1-2 ネツト 1 7 — ク構成例 

本製品を使った無線ネットワークの構成例を説明します。本製品のデフォルトは、無線 
LAN (無線パソコン）と有線 LAN の間の接続ポイントとして動作するように設定されてい 
ます。 

1-2-1 無線 LAN —有線 LAN 間の接続ポイント 

本製品は、有線 LAN と無線 LAN (無線パソコン）の接続ボイ 
ント（アクセスポイント）として使用できます。 

有線 LAN 上に複数のアクセスポイントがある場合、接続中 
のアクセスポイントの電波が届かない場所に無線バソコ 
ンを移動しても、別のアクセスポイントに自動的に接続さ 
れるため、ネットワークとの接続が切断されません（ロー 
ミング機能)。ローミング機能を使用するときは、各アク 
セスポイントに同じ ESSID ( SSID ) を設定します。 



1-2-2 無線の電波範囲を広げるリピータ機能 


本製品は WDS (Wireless Distribution System 、 アクセス 
ポイント間通信）に対応しているため、無線のリビータと 
して使用することができます。 

リビータとして使用することにより、無線の電波が届く範 
囲を拡大したり、電波を遮断する障害物を回避したりする 
ことができます。 

リビータとして使用する場合は、本製品が有線 LAN に接続 
されている必要はありません。また、通信相手のアクセス 
ポイントの MAC アドレスを設定する必要があります。 



1-2-3 WDS 通信機能 

本製品は6台までの WDS 通信（アクセスポイント間通信）に 
対応しているため、部署内やビル内の有線 LAN 同士を無線 
で接続することが可能です。 WDS 通信が不安定な場合は、 
本製品を WDS 専用モードに設定してください。 

WDS 機能を搭載した下記アクセスポイントと相互通信が可 
能です。 


WLAH - G 54、 WLM 2 シリーズ、 WLM - L 11 G 、 WLA - AWCG 、 WLA - G 54、 
WLA - G 54 C 、 WLA - Bll 、 WLA - L 11 G 、 WHR 3 シリーズ、 WHR 2 シ 
リーズ、 WHR - G 54、 WBR シリーズ 
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1-3 仕様 

最新の製品情報については、カタログまたはホームページ ( buffalo , jp ) を参照 
してください。 


シリアル 
インター 

フエ' ス 

部 

ポ'卜 

Mini - DIN 8 ピン（メス） 

有線 LAN 
部 

準拠規格 

IEEE 802. 3 (10 BASE - T )、 IEEE 802. 3 u (100 BASE - TX ) 

データ転送速度 

10/100 Mbps 自動設定、 10 Mbps 固定、100 Mbps 固定 

テータ軟送モード 

半二重/全二重自動設定、半二重固定 

ポ'卜 

100 BASE - TX /10 BASE-T ポート：- . 1 ( RJ -45 型8極コネク 
夕、 AUT 0- MDIX 対応、 PoE 受電対応） 

無線 LAN 
部 (IEEE 
802. 11 a ) 

※麗之- 
A 54054 

のみ 

準拠規格 

IEEE 802.11 a 

ARIB STD - T 71 (小電カデータ通信システム規格） 

伝送方式 

直交周波数分割多重 （0 FDM ) 方式単信（半二重） 

データ通信速度 
(オートセンス） 

6/9/12/18/24/36/48/54 Mbps 

アクセス方式 

インフラストラクチャモード 

WDS モード（アクセスポイント6台まで） 

周波数範囲 
(中心周波数） 

5170〜 5230 MHz (34/38/42/46 ch ) 

※携帯電話、コードレスホン、テレビ、ラジオ等と 
は混信しません。 

アンテナ 

ダイパシティ方式（内蔵） 

セキュリティ 

WPA - PSK ( TKIP 、 AES )、128(104)/64 (40) ビット WEP 、 
IEEE 802. lx 、 WPA ( RADIUS )、 設定画面パスワード 、 MAC 
アドレス登録機能 （256 件※） Any 接続拒否、プライパ 
シーセパレータ、電波送信出力 

インターフェース 

MiniPCI カード 


※ MAC アドレス登録機能は、 IEEE 802.11 a と IEEE 802. llg で合計256件です。 
※最大同時接続数は、 IEEE 802.11 a と IEEE 802. llg でそれぞれ256台です。 
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無線 LAN 
部 (IEEE 
802. llg ) 

準拠規格 

IEEE 802. lib 、 IEEE 802. llg 

ARIB STD - T 66 (小電カデータ通信システム規格） 

伝送方式 

直交周波数分割多重 （ OFDM ) 方式単信（半二重） 

直接スぺクトラム拡散 （ DS - SS ) 方式単信（半二重） 

データ通信速度 
(オートセンス） 

6/9/12/ l 8/24/36/48/54 Mbps ( IEEE 802. llg ) 
1/2/5. 5/1 1 Mbps ( IEEE 802.11 b ) 

アクセス方式 

インフラストラクチャモード 

WDS モード（アクセスポイント6台まで） 

周波数範囲 
(中心周波数） 

2412〜 2472 MHz (1 〜 13 ch ) 

※携帯電話、コードレスホン、テレビ、ラジオ等と 
は混信しません。 

アンテナ 

WLM 2- A 54 G 54 :シングルアンテナ（内蔵） 

WLM 2- G 54 :ダイパシティアンテナ（内蔵） 

セキュリティ 

WPA - PSK ( TKIP 、 AES )、128(104)/64 (40) ビット WEP 、 
IEEE 802. lx 、 WPA ( RADIUS )、 設定画面パスワード 、 MAC 
アドレス登録機能 （256 件※） Any 接続拒否、プライパ 
シーセパレータ、電波送信出力 

ィンターフェース 

WLM 2- A 54054 : PC カード ( CardBus ) 

WLM 2- G 54 : MiniPCI 

電源電圧 

AC アダプタ使用時 

DC 5 V 

PoE 使用時 

DC 48 V 

消費電力 

AC アダプタ使用時 

WLM 2- A 54054 :最大 9. 46 W 

WLM 2- G 54 :最大 7. 5 W 

PoE 使用時 

WLM 2- A 54 G 54 :最大 10. 74 W 

WLM 2- G 54 :最大 9. 6 W 

消費電流 

AC アダプタ使用時 

WLM 2- A 54054 :最大 1. 9 A 

WLM 2- G 54 :最大 1. 3 A 

PoE 使用時 

WLM 2- A 54654 :最大 0. 226 A 

WLM 2- G 54 :最大 0.14 A 

動作環境 

温度 

WLM 2- A 54054 : 0~45 °C (縦置き時） 

〇〜 40 °C (横置き時） 

WLM 2- G 54 : 0~60 °C 

湿度 

10〜90% 

重量 

WLM 2- A 54054 : 700 g 

WLM 2- G 54 : 630 g 

外形寸法 

195 ( W ) X 169( D ) X 46⑻ mm 


※ MAC アドレス登録機能は、 IEEE 802.11 a と IEEE 802. llg で合計256件です。 
※最大同時接続数は、 IEEE 802.11 a と IEEE 802. llg でそれぞれ256台です。 
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第 2 章設置 

この章では、本製品のセットアップについて説明しています。 

• 電波に関する注意 
• パッケ'ージ内容 
• 本製品の取り付け 

2-1 電波に関する注意 

本製品は無線で通信するため、障害物などの干渉の影響を受けることがあります。次の 
ような場所に本製品を設置すると、スループットが減少したり通信範囲が狭くなったり 
することがあります。あらかじめご了承ください。 

• 鉄筋コンクリートや構造に金属が使用されている建物内や金属製の家具や棚の近く。 

• 電子レンジ付近の磁場、静電気、電波障害が発生するところ（電子レンジは本製品と 
同じ周波数で動作するため、環境により電波が届かない場合があります)。 

※え 4 GHz 付近の電波を使用しているものの近くで使用すると双方の処理速度が落ちる場合 
があります。 

※ IEEE 802.11 a 対応製品は、電波法により屋外での使用が禁止されています。 IEEE 802.11 a 
製品を屋外で使用する場合は、 IEEE 802.11 a の無線機能を無効にしてください。 

2-2 パッケージ内容 

パッケージには、次のものが梱包されています。万一、不足しているものがありました 


ら、お買い求めの販売店にご連絡ください。 

• WLM 2 (本体） . 1台 

• AC アダプタ . 1個 

• 電源 a - F . 体 

• 壁掛け用金具 . 1枚 

• ねじ（壁掛け用） . 4本 

• ねじ（本体固定用） . 2本 

. Mini - DIN 8 ピンー D - sub 9 ピンクロスシリアルケーブル . 1 本 

• 導入ガイド（本書） . 1冊 

• 設定ガイド . 1冊 

• AirNavigator CD . 1枚 

• ユーザー 登録はがき、保証書 . 1枚 


• ユーザー登録はがきから保証書を切り離した後、必要事項をご記入の上、必ず弊社ま 
でご返送ください。また、切り離した保証書は、大切に保管してください。 

• 別紙で追加情報が添付されている場合は、必ず参照してください。 

• 本製品は、 GPL の適用ソフトウェアを使用しており、本製品のユーザー登録をされた方 
は、これらのソースコードの入手、改変、再配布の権利があります。詳細は、添付 CD - 
R 0 M 内の 「 gpl . txt 」 をご覧ください。 
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2-3 本製品の取り付け 

本製品を次の手順で取り付けます。 

2-3-1 取り付けに必要なもの 

本製品の取り付けには、次のものが必要となります。 

• WLM 2 (本体） 

• 取り付け金具•ねじ（本製品を柱や壁に設置する場合） 

• 有線 LAN に接続するための LAN ケーブル 

2-3-2 外部アンテナの取り付け 

別売の外部アンテナを取り付ける場合は、下図のように取り付けてください。また、取 
り付ける製品のマニュアルも必ず参照してください。 

< WLM 2- A 54 G 54 の場合 > 



出荷時状態で PC 力ード外部アンテナ用コネクタに本体内蔵のアンテナが接続されて 
います。外部アンテナを接続する場合は、接続されているアンテナのケーブルを取 
y 外してから、取り付けてください。 
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< WLM 2- G 54 の場合 > 



アンテナのケーブルを、 
外部アンテナ用コネクタ 
に接続してください。 


弊社製 WLE - DA / WLE-NDR (別売) 





























2-3-3 本製品の設置 

本製品を柱や壁に設置する場合は、添付の取り付け金具を使用します。 

下図のように金具をねじ止めした後、本体にねじを取り付け、金具に引っかけてくださ 

い。 



•印の箇所をねじ止めしてください。本体に取り付け 
たねじを、金具の穴に引っかけて固定します。 

本製品の設定を完了してから、柱や壁に設置してください。シリアルケーブルの 
接続など、いくつかの手順がやりやすくなります。 


2-3-4 LAN ケーブルの接続と電源投入 

1. 電源を入れる前に、有線 LAN と本製品の LAN ポートを LAN ケーブルで接続します。 

2. 本製品の DC コネクタに、 AC アダプタを差し込みます。 


感電防止のため 、 AC コードに ついている アース 線は必ず 
接地してください。 

アース 線は電源プラグをつなぐ前に接続し、電源プラグ 
を抜いてから外してください。順序を守らないと感電の 
原因となります。 アース 線が コンセント や他の電極に接 
触しないようにしてください。 



3. AC アダプタをコンセントに差し込むと、本製品の電源が入ります。 

別売の PoE 給電アダプタを使って電源を入力する場合は、 PoE 給電アダプタのマ 
ニュアルを参照して、接続してください。 
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第 3 章基本設定 

この章では、基本的な設定例として、本製品の名称、 ip アドレス、デフォルトゲートウヱ 
イ、 DNS サーバ、時刻、 ESSID ( SSID )、 無線チャンネルと暗号キーを設定する方法につい 
て説明しています。設定には、 Web ブラウザや、 Telnet などのターミナルソフトを使用で 
きます。 

設定についての詳細は、別冊「設定ガイド」を参照してください。 

この章には次のセクシヨンがあります。 

• 設定の前に 
• 設定手順の流れ 

• 有線 LAN で接続して本製品を設定する 
• シリアルケーブルで接続して本製品を設定する 

3-1 設定の前に 

本製品を設定する前に、次の項目について確認してください。 


必要な情報 

• 本製品に設定する名称 

• 本製品の ESSID ( SSID ) (大文字と小文字は区別されます） 

• 本製品の IP アドレス （ DHCP サーバから自動取得しない場合） 

. デフオルトゲートウェイの IP アドレス （ DHCP サーバから自動取得しない場合) 
• 本体下部のラベルに印刷されている有線 MAC アドレス（例： 000 D 0 B 123456) 

必要なもの 

• 設定用パソコン 


3-2 設定手順の流れ 

設定手順の流れは、次の通りです。 

ステップ1 

本製品と設定用パソコンを接続します。 

ステップ2 

有線 LAN でパソコンと本製品を接続した場合は、添付アプリケーション「クライアントマ 
ネージャ」を使用して、 Web ブラウザから設定画面を開きます。 

また、添付のシリアルケーブルでパソコンと本製品を接続した場合は、ターミナルソフ 
卜から設定画面を開きます。 
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クライアントマネージャの使用方法や Web ブラウザでの設定方法については、「有 
線 LAN で接続して本製品を設定する」 ( P 18) を参照してください。また、ターミナルソフ 
卜を使用した設定については、「シリアルケーブルで接続して本製品を設定する」 （ P 26) 
を参照してください。 


ステップ3 

本製品の設定を行います。 

amm 本製品のセキュリティ、フィルタリングおよびその他の機能の設定については、 
別冊「設定ガイド」を参照してください。 


3-3 有線 LAN て接続して本製品を設定する 

ここでは、本製品とパソコンを有線 LAN で接続し、 Web ブラウザを使用して設定する手順 
を説明します。 

3-3-1 クライアントマネージャのインス!ル 

本製品の設定をするパソコンに、クライアントマネージャをインストールします。クラ 
イアントマネージャには、本製品に任意の ip アドレスを設定し、本製品にアクセスする 
機能があります。 

ステップ1 

AirNavigator CD を、パソコンの CD - ROM ドライブに揷入します。 

I 与 AirNavigator が起動しない場合は 、 AirNavigator CD 内の setup , exe ファイルをダ 
ブルクリックします。 


ステップ2 

[パソコン設定ユーティリティをインストール]を選択し、[実行]をクリックします。 

ステップ3 

クライアントマネージャの InstallShield Wizard が起動したら、ウィザードの指示に 
従ってインストールを完了します。 

3-3-2 基本的な設定 

クライアントマネージャを使って本製品の IP アドレスを設定し、 Web ブラウザで基本的な 
設定を行います。 

res 設定を行うパソコンには、有効な ip アドレスが設定されている必要があります。 


ステップ1 

本製品とバソコンを、 LAN ケーブルで LAN に接続します。 
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ステップ 2 

[スタート]—[(すべての）プログラム ]— [MELCO INC ] -[エアステーションユー 
ティリティ]—[クライアントマネージャ]を選択して、クライアントマネージャを起 
動します。 

LEM WindowsXP の場合、次の画面が表示されます。 「 WindowsXP 標準ユーティリティを無 
効にする」のチヱックマークを外した状態で、 [0 K ] をクリックします。 



ステップ3 

[編集]—[エアステーション検索]を選択すると、本製品が検索されます。検索され 
た本製品を選択*して、[管理]— [ IP アドレス設定]を選択します。 

※ WLM 2- A 54 G 54 などの ESSID ( SSID ) が2つ設定されている製品の場合、どちらを選択しても 
構いません。 


デフォルトのエアステーシヨン名は、 AP の2文字に有線側 MAC アドレス12桁を加えた文 
字列です。 

本製品に内蔵されている無線カードには、 ESSID ( SSID ) が設定されています。デフォ 
ルトでは、以下の値が設定されています。 

《 WLM 2- G 54 の場合》 

有線 MAC アドレスが設定されています。 

《 WLM 2- A 54 G 54 の場合》 

内蔵する無線カードごとに、有線側 MAC アドレスに無線の種類を意味する英字し A ま 
たは _ G ) を加えた文字列が設定されています。 

本製品とパソコンが同じサブネットに属している場合は、検索された本製品を選択し 
て[管理]—[エアステーション設定]を選択すると、 ステップ5 に進むことができ 
ます。 
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ステップ 4 

本製品に割り当てる IP アドレスを入力し、 [ OK ] をクリックします。 IP アドレスは、本製 
品に接続するパソコンと同じサブネットに設定する必要があります。 TP アドレスを DHCP 
サーバから自動取得する場合は、「 IP アドレスを自動的に取得」にチェックマークを付け 
て、 [0 K ] をクリックします。 



ステップ5 

ユーザー名とパスワードを入力する画面が表示されます。ユーザー名に root と入力し、 
パスワードは空欄のまま [0 K ] をクリックします。 
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ステップ 6 

設定画面が表示されます。 

rm ターミナルソフトや Telnet ソフトから本製品の設定画面を開いているときは、ブ 
ラウザから設定画面を開くことができません。 



ステップ7 

画面左の[管理]-[時間設定]をクリックして、「時間設定」画面を表示します。 



ステップ8 

現在の時刻を入力します。[設定]をクリックすると設定が反映されます。 

25分間以上通電した後は、 AC アダプタを本体から外しても、内蔵時計が約3日間動 
作します。 
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ステップ 9 

画面左の [ LAN 設定]—[無線]をクリックして、「無線設定」画面を表示します。 
ESSID ( SSID )、 無線チャンネルの設定を行います。[設定]をクリックすると設定が反映 
されます。 


• WLM 2- A 54 G 54 の場合は、無線の種類ごとに設定をおこないます。ツリーメニューの 

「802. 11 a 」 または「802. llg 」 をクリックして、それぞれの設定画面に切り替えます。 

• ESSID ( SSID ) は、無線バソコンが本製品との関連付けに使用する固有の識別情報です。 
半角英数字と半角記号を使って、32文字までの長さで設定できます（大文字と小文字 
は区別されます)。 

. IEEE 802. llg の無線モードには、次のような違いがあります。詳細はヘルプを参照 
してください。 

• Hb ( llM)-WiFi : IEEE 802. lib 専用モード 
. llg (54 M )/ llb ( llM)-Auto : IEEE 802. llg / b 互換モード 
•llg (54 M)-Turbo : IEEE 802. llg 専用モード 
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ステップ 10 

画面左の[無線セキュリティ]をクリックして、「無線セキュリティ設定」画面を表示し 
ます。 

ANY 接続、プライバシーセパレータおよび暗号化の設定を行います。[設定]をクリック 
すると設定が反映されます。 


WLM 2- A 54 G 54 の場合は、無線の種類ごとに設定をおこないます。ツリーメニューの 
「802. 11 a 」 または「802. llg 」 をクリックして、それぞれの設定画面に切り替えます。 

ANY 接続を「許可しない」設定にすると、無線パソコンからの本製品の検索を禁止す 
ることができます。 

暗号化の種類は WEP 、 TKIP 、 AES の3つから選択できます。 

WEP を設定する場合は、暗号キー（文字入力の場合は5文字または13文字の半角英数字 
およびアンダースコア （_ )、16進数入力の場合は10桁または26桁）を入力します。 
TKIP や AES を設定する場合は、「無線の認証」欄で 「 WPA - PSK 」 または 「 WPA -802. lx 」 

を選択する必要があります。無線の認証で 「 WPA - PSK 」 を選択した場合は、事前共有 
キー（文字入力の場合は、8〜63文字の半角英数字、16進数入力の場合は64桁）を入力 
します。 

プライバシーセパレータを使用すると、本製品に接続している、同じ無線規格の無線 
パソコン同士の通信を禁止することができます。ただし、有線 LAN と無線 LAN 間や 
IEEE 802.11 a と IEEE 802. llb / g 間、および TOS (アクセスポイント間通信）経由での通信 
は、禁止できません。 
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tkip や aes を使用する場合、以下の制限事項があります。 

• 無線アダプタが TKIP や AES に対応している必要があります。 

• 無線パソコンの 0 S が WindowsXP の場合、 Microsoft 社が提供する 「WindowsXP Service 
Pack 1」と 「Windows XP Wireless Protected Access サポート修正プログラム」が 
必要です 。 Windows Update ( http :// windowsupdate . microsoft . com /) からダウンロー 
ドしてイ ンス トールしてください。 

• 無線 パソコンの 0 S が Windows 2000 / Me /98 の 場合 、 AirSupplicant Ver . 2. 22以降が必要で 
す。弊社ホームページ ( http ：// buffalo , melcoinc . co . jp / download / driver / index , html ) 
からダウンロ'ー ドしてイ ン スト'ールしてください。 

• WDS (リピータ機能）を使用する場合は、 WEP を使用してください。 TKIP や AES を使用す 
ると通信できません。 

• TKIP や AES を使用して接続できる無線パソコンは、12台以下です。 

ステップ11 

左の画面の [ LAN ポ'ート]をクリックして、 「 LAN ポ'ート設定」画面を表示します。 

IP アドレスを変更する場合は、 IP アドレスを入力し、サブネットマスクを選択します。 

DHCP サーバから g 動的に取得する場合は 、 [DHCP サーバから IP アドレスを自動取得]を選 

択します。 

デフオルトゲートウェイ欄に、デフオルトゲートウェイの IP アドレスを入力します。ゲー 

トウェイが存在しないときは空欄にします。 

入力後、[設定]をクリックすると設定が反映されます。 
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ステップ 12 

左の画面の[管理]-[本体設定]をクリックして、「本体設定」画面を表示します。 

エアステーション名に、本製品に設定する任意の名称を入力します。エアステーション 
名の入力は必須ではありませんが、複数のエアステーションが存在する場合、本製品の 
識別が容易になります。 

現在のパスワード欄は空欄のままにして、新パスワード欄とパスワード確認欄に、新し 
いパスワードを入力します。設定したパスワードは、忘れないようにしてください。 
入力後、[設定]をクリックすると設定が反映されます。 

rEB パスワードは、半角英数字とアンダースコア（― ） を使って、8文字までの長さ 
で設定できます。 



本章で説明して いない 設定項目に ついては、 別冊「設定ガイド」を参照してくだ 

さい。 

rm ステツプ2 で WindowsXP 標準ユーテイリテイ （Wireless Zero Configuration サー 
ビス）を無効にした場合、 WindowsXP 標準の無線 LAN 設定画面が使用できなくなりま 
す。 WindowsXP 標準ユーテイリテイを再び使用できるようにするには、クライアントマ 
ネー ジャの[ファイル]—[オプション] メニューを選択し、 「 WindowsXP 標準ユーテイ 
リテイを使用する」にチェックマークを付けて、 [ OK ] をクリックします。 
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3-4 シリアルケーブルて接続して本製品を設 
定する 

ここでは、本製品と設定用パソコンを添付のシリアルケーブルで接続し、ターミナルソ 
フトを使用して本製品の設定をする手順を説明します。 


3-4-1 基本的な設定 

ここでは、 Windows の標準アプリケーション『ハイパーターミナル』を使用した場合につ 
いて説明しています。他のプログラムを使用した場合でも、操作はほぼ同じです。 

rm ブラウザや Telnet ソフトから本製品の設定画面を開いているときは、ターミナル 
ソフトから設定画面を開くことができません。 


ステップ1 

添付のシリアルケーブルで、パソコンの COM ポートと本製品のシリアルポートを接続しま 
す。 

ステップ2 

ハイパーターミナル（ターミナルソフト）を開きます。 

ステップ3 

次のポート設定で、通信を開始します。 

• ビット/秒（ボーレート） 57600 


• データビット 8 

•パリティ なし 

•ストップビット 1 

. フロー制御 なし 


ステップ4 

r APxxxxxxxxxxxx 10 gin 」 と表示されます （ xxxxxxxxxxxx は MAC ア ドレスの12 桁）〇 
ログイン名に 「 root 」 を入力してください。 

ステップ5 

以下の コマンドで 日付を設定します。 
setup date yyyy / mm/dd 
yyyy 西暦を入力します。 
mm 月を 2 桁で入力します。 
dd 日を2桁で入力します。 

入力例 

setup date 2004/01/23 


26 - 


ステップ 6 

以下のコマンドで時間を設定します。 

setup time hh / mm / ss 

hh 時を 2 桁で入力します （24 時間表記)。 

mm 分を2桁で入力します。 

dd 秒を2桁で入力します。 

入力例 

setup time 12/34/56 

ステップ7 

以下のコマンドで ESSID ( SSID ) を設定します。 

〈 ESSID ( SSID ) を設定するとき〉 
airset type ess id ess id 
type 11 a IEEE 802.11 a 
llg IEEE 802 .llg 

essid 半角英数字と半角記号の 32 文字までの組み合わせを入力します（デフオル 

卜： MAC アドレスの12桁）。 

〈 ESSID ( SSID ) をデフオノレトに戻すとき〉 
airset type essid_defauIt 
入力例 

airset 丄 lg essid AirStation 

ステップ 8 

以下のコマンドで無線チャンネルを設定します。 
airset type channel number 
type 11 a IEEE 802.11 a 
llg IEEE 802. llg 

number 無線チャンネルの番号を入力します。 

IEEE 802.11 a の 場合： 34、38、42、46 (デフオルト： 34) 

IEEE 802. llg の 場合： 1〜13 (デフオルト： 11) 

入力例 

airset 丄 lg channel 7 
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ステップ 9 

以下のコマンドで暗号キーを設定します。 

〈 WPA-PSK (事前共有キー）を登録するとき〉 
airset type security wpa-psk cipher method rekey num key psk 
type 11 a IEEE 802.11 a 

llg IEEE 802 .llg 

method 暗号化の種類を設定します。 

tkip 暗号化に TKIP を使用する 
aes 暗号化に AES を使用する 
num 暗号キ^一の配布間隔 （1 〜1440分）を入力します。 

psk 事前共有キーを、文字または16進数で入力します。 

文字列入力： “8〜63文字の文字列” 

※文字列は“”（ダブルクォーテーシヨン）で囲みます。 
16進数入力： 64桁の16進数 

入力例 

airset 11 a security wpa-psk cipher tKip rekey 600 key “ airstation ” 
airset llg security wpa-psk cipher aes rekey 500 key “ buffaloinc ” 

< WPA-PSK (事前共有キー）を削除するとき〉 
airset type security none cipher wep off 
type 1 la IEEE 802.11 a 

llg IEEE 802. llg 

入力例 

airset llg security none cipher wep off 
〈 WEP キーを登録するとき〉 

airset type wep keytype [index number \ wep_key 
type 11 a IEEE 802.11 a 

llg IEEE 802. llg 

keytype 設定する WEP の種類を設定します。 
key 64(40) ビット WEP 
key 104 128(104) ビット WEP 

number 設定する WEP のインデックスナンバー （1 〜 4) を入力します。省略した場 
合は、1番に登録されます。 

wep_key 設定する WEP キーを、文字または16進数で入力します。 

文字列入力： text 、 空白および “5文字または13文字の文字列” 

※文字列は“”（ダブルクォーテーシヨン）で囲みます。 
^64(40) ビット WEP は5文字、 128(104) ビット WEP は13文字入 
力します。 

16進数入力：10桁または26桁の16進数 

•^64(40) ビット WEP は10桁、 128(104) ビット WEP は26桁入力し 
ます。 

入力例 

airset llg wep key text “ Skey 5” 

airset llg wep key a 3 d 58 bb 632 

airset llg wep key index 1 text “ Skey 5” 
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〈 WEP キーを削除するとき〉 
airset type wep key type [index number ] clear 
type IEEE 802.11 a 
IEEE 802 .llg 

keytype 削除する WEP の種類を指定します。 
key 64(40) ビット WEP 
key 104 128(104) ビット WEP 

number 削除する WEP キーのインデックスナンバー （1 〜 4) を入力します。省略し 

た場合は、1番が指定されます。 

入力例 

airset 丄 lg wep key clear 

airset 丄 lg wep keyl 04 index 2 clear 

ステップ 10 

以下の コマンドで 本製品の名称 （エアステーション 名）を設定します。 エアステーショ 
ン名を設定すると、本製品の識別が容易になります。 

〈エアステ ー ション 名を登録す る〉 

setup apname name 

name : 半角英数字と半角記号の組み合わせで 32 文字まで入力します。 

入力例 

setup apname AirStationOl 
〈エアステ ー ショ ン名をデフオルトに戻す〉 

setup apname_defauIt 
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ステップ 11 

以下のコマンドで本製品の IP アドレスを設定します。 
ip address lanO assigned_ip 
assigned _ ip 設定する IP アドレスを指定します。 

ip _ address / netmask 手動で IP アドレスとサブネットマスクを設定 
ip_aaaress xxx . xxx . xxx . xxx 、 xxx は10進教ノ 

netmask xxx . xxx . xxx . xxx ( xxx は 10 進数）またはプリフイックス 
dhcp DHCP サーバから IP アドレスを自動取得 
clear DHCP サーバから自動取得した IP アドレスを開放 

入力例 

ip address lanO 192. 168.11. 60/255. 255. 255. 0 
ip address lanO 192.168. 11.15/24 
ip address lanO dhcp 

ステップ 12 

以下のコマンドで本製品のデフォルトゲートウエイを設定します。 

ip defaultgw gw-ip 

gw - ip ルーテイング先となる IP アドレスを指定します 
XXX. XXX. XXX. XXX (XXX は10進数） 

入力例 

ip defaultgw 192. 168. 56. 254 


本章で説明していない設定項目については、別冊「設定ガイド」を参照してくだ 

さい。 
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第 4 章付録 

4-1 デフオルト設定 


設定項目 

デフオルト 

無線 （802.11 a > [ WLM 2- A 54 G 54 のみ] 

無線 

有効にする 

ESSID ( SSID ) 

有線側 MAC アドレスの12桁 +”_ A ” 

無線チャンネル 

34チヤンネル 

BSS BasicRateSet 

default 

DTIM Period 

1 

ロー ドバランス（接続台数制限） 

256/256 

フレームバースト 

使用する 

送信出力 

100% 

無摘 

(802. llg ) 

無線 

有効にする 

無線モード 

llg (54 M )/ llb ( llM)-Auto 

ESSID ( SSID ) 

< WLM 2- A 54 G 54> 

有線側 MAC アドレスの12桁 +，，_ G ” 
< WLM 2- G 54> 

有線側 MAC アドレスの12桁 

無線チャンネル 

11チヤンネル 

BSS BasicRateSet 

default 

DTIM Period 

1 

ロー ドバランス（接続台数制限） 

256/256 

フレームバースト 

使用する 

802. llg プロテクション 

使用する 

送信出力 

100% 

無線セキュリティ (802. 11 a / 802.11 g ) 

MY 接続 

許可する 

プライバシーセパレータ 

使用しない 

無線の認証 

認証を行わない 

無線の暗号化 

暗号化を行わない 

MAC アクセス制眼 

無線 LAN パソコンの MAC アドレス 

未設疋 

WDS (802. 11 a /802, llg ) 

WDS 

無効 

WDS 専用モード 

無効 

通信可能なエアステーション 

未設定 
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設定項目 

デフオルト 

LAN ポート 

有線の通信方式 

自動 

ip アドレス 

1.1.1.1(255. 255. 255.0) 

DNS (ネーム）サーバアドレス 

未 Ik 定 

経路 

RIP 受信 

RIP 1 と RIP 2 両方 

経路情報 

未設定 

簡易フイルタ 

フイルタの設定 

未 

ブリッジ 

スバニングツリー 

使用しない 

Bridge Priority 

32768 

Forward Delay 

5 秒 

Hello Time 

2 秒 

Max Age 

20 秒 

Aging Time 

300 秒 

Port Priority 

有線： 128 

無線 (802. lla /802. llg ) :128 

Path Cost 

有線： 20 

無線 (802. lla /802. llg ) : 50 

Link Integrity 

Link Integrity 

使用しない 

宛先 

10 calhost 

確認間隔 

60 秒 

再確認回数 

5回 

適用するデバイス 

802.11 a 、802. llg 

状態 

確認中止 

RADIUS 

プライマリ 

使用しない（認証ポート：1812、 
Accounting ポート：1813 、 Timeout : 5秒、 
確認回数： 3回） 

セカンダリ 

使用しない（認証ポート：1812、 
Accounting ポート：1813 、 Timeout : 5秒、 
確認回数： 3回） 

有効時間 

60 分 

拡張設定 

Termination - Action フラグを無視 、 MAC 
アドレスをパスワードとして使用 
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設定項目 

デフオルト 

SNMP 

エージエント 

エージエント機能 

使用する 

設置場所 

“ Unknown ” 

管理責任者 

“ Administrator ” 

コミユニテイ 

GET : public 、 SET : private 

本体設定 

エアステーシヨン名 

AP [有線側 MAC アドレスの 12 桁] 

WEB 設定 

許可する 

Telnet 設定 

許可する 

管理 ユーザ 名 

root 

パスワード 

未 Ik 疋’ 


時間設定 

NTP 

使用しない（確認時間：12時間毎、タイ 
ムゾ'ーン ： JP ( Asia / Tokyo )) 

syslog 設定 

ログサーバへ送信 

使用しない 

種類 

設定 ： Notice + Info 
言忍証 ： Notice + Info 
デバイス ： Notice + Info 
フイルタ ： Notice + Info 
システム ： Notice + Info 


4-2 トラブルシューティング 

• 無線による通信ができない場合は、パソコンにインストールされているドライバおよ 
びクライアントマネージャのバージョンが古い可能性があります。付属の 
AirNavigatorCD を使って、ドライバおよびクライアントマネージャをバージョンアツ 
プしてください。 

• その他のトラブルシューティングについては、 AirStation コミュニティサイト 
airstation.com ( http :// www . airstation . com /) を参照して ください。 
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BUFFALO Care 保守サービスメニュー 


1■センドバック保守 サービス 

本サービスは、製品持込みもしくは送付いただき、修理後にご返却いたします。 

2.ディリバリ保守サービス（代替機器送付〉 

本サービスは、製品が故障した場合に代替品を指定された場所へ送付いたします。 

3■オンサイト保守 サービス （出張修理〉 

本サービスは、製品が故障した場合に設置場所までお伺いして修理を行います。 

4. rCRSj (Configuration Restoration Service ) による設定復元 

本サービスは、修理品、代替品を故障前の設定にしてお渡しいたします。 

保守サービスをご利用になるには別途ご契約が必要です。 
詳しい情報は、以下のホームページをご覧ください。 

buffalo , jp / b - net / wireiess / support / bufialocare / index . html 
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MEMO 



MEMO 



WLM 2- A 54 G 54/ WLIV 12- G 54 導入ガイド 
2004年9月15日第4版発行 
発行株式会社バッファロー 



お問い合わせ • 修理窓口 


お問い合わせ、修理については、以下の順にてお願い致します。 

1 マニュアル、オンラインガイドにて設定内容•トラプルシューテイングを 
ご確認ください。 


2 弊社ホームページにて最新 QSA 情報、最新ドライバ•ファームウェアを 
ご確認ください。 


インターネツ 



製品情報 
サポート情報 


buffalo.jp 

86886 .jp (ハローバッファロー) 


3 上記で改善しない場合は、次の窓口にお問い合わせください。 
バッファローサポートセンター 

お問合せの際は、以下「必要な情報」③一⑦をあ5かじめご確認ください • 


電話でのお問い合わせ先 


※電話番号のお掛け間違いがないようご注意ください。 

【法人向け製品専用ダイヤル】 

電話番号 052-619-2000 月-金(祝日除 <) 9:30-1 2:00/1 3:00-1 7:00 
b - net @ melcoinc . co.jp 


ールでのお問い合わせ先 


4 修理は、以下へご依頼ください。 
バッファロー修理センター 


※修理に送られる際、弊社への事前連絡は不要です。 
※日 UFFALO Care にお申し込み頂いている場合は、 
BUFFALO Care 保守サービスメニューに準じます。 


保証書について修理送付前に本製品添付の保証書記載の保証契約約款をよくお読み下さい。 

修理 web 予約 弊社ホームページより修理の web 予約、受付けた修理品の状況確認が可能です。 


http :// buffalo . jp / shuri / 

送付先住所 亍 456-0023 愛知県名古屋市熱田区六野二丁目1番3号中京倉庫2 7号棟 

株式会社バッファロー修理センター受付宛 

電話番号 052-883-057 〇 ※ご依頼の修理品に関するお問合せのみ承っております。 

送付いただく物本製品、本製品付属品、保証書（原本）、修理票⑺ 

* 修理票は弊社ホームページよりダウンロード可能です。修理票添付が困難な 
_ , 場合は、以下「必要な情報」を記載した資料を製品と一緒にお送りください。 

【注意事項】 

※発送は宅配便等控えが残る方法にてお送りください。控えが残らない郵送は固くお断りします。 

※修理依頼時の送料は、送り主様の負担とさせていただきます。なお、輸送中の事故においては、 

弊社は責任を負いかねます。輸送会社に保証していただくなどの措置をお取りください。 
※ハードディスク、フラッシュメモリ等の記憶装置内のデータは保証できませんので、修理に送付 
される前に予めお客様にてパックアップをとっていただきますようお願いします。 

※ Ai 「 Station 、 BroadStation、Link Station は、修理の際に出荷時の状態に戻す為、 

設定内容（接続ューザ名/パスワード/無線暗号キー ( WEP ) 等）を消去します。 

修理完了後、再度設定が必要となりますので、ご送付前に必ず設定内容を控えてください。 

※修理期間は、製品の到着後10日程度（弊社営業日数）を予定しております。 


5 ユーザ登録について 

弊社ホームページ ( https :// online . buffalo . jp /) ユーザ登録が可能です 0 

※ユーザ登録された方には、弊社製品に関する情報をお届けします。 


① 返送先（氏名.住所.電話番号(内線） • FAX 番号）⑤具体的な症状/エラーメッセージ 

② 平日昼間の連絡先 ⑥発生状況（初めから • ある日突然等）、 

(氏名 • 住所 • 電話番号(内線） • FAX 番号） 発生頻度（必ず、時々、時間が経つと等） 

③ パッファロー製品名 ⑦ご使用環境(パソコン機種名、 OS(Windows XP 等)、周辺機器) 

④ パッファロー製品のシリアルナンパー⑧製品以外の添付品 ( AC アダプタ、ケープルなど） 

※受付時間や電話番号などは、変更されることがあります。最新の内容は、弊社ホームページでご確認ください。 

※丁 nis product supports only Japanese language . 

Technical and customer support is limited to Japan only . 

This product supports Japanese language Operating Systems ONLY . 
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